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明るい滋賀県政をつくる会（略称・明るい滋賀の会）


　　　520-0051　大津市梅林１丁目3-30　滋賀県労連内


　　　　電話077-521-2536　　ﾌｯｧｸｽ077-521-2534


　　　　　　　郵便振替口座01090-5-33926


　　　E-mail: � HYPERLINK "mailto:shigaken-roren@aqua.plala.or.jp" �shigaken-roren@aqua.plala.or.jp�（県労連宛）











明るい滋賀県政をつくる会は２月１３日、大津市・教文会館で２０１３年全体会を開きました。全体会では、２０１２年の活動まとめを行い、１３年活動方針、決算と予算、役員選出について、それぞれ提案どおり決定しました。


１３年活動方針では、この間の県民運動は、原発やＴPＰ、高校再編問題でも、新しい広がりをつくり出すことができてきているとして、こうした面に依拠して、いっそう幅広く県民要求を組織して住民運動を進めていくこととしています。


具体課題では、①原発即時ゼロと再生可能エネルギー普及、②ＴＰＰ参加反対のたたかい、③消費税増税反対のたたかい、④憲法擁護のたたかい、⑤県立高校統廃合反対のたたかい、⑥予算要求運動などを挙げ、次期知事選挙を視野にした会の組織強化などをはかることにしています。


討論では、民医連、県職、平和委員会、全教、高教組、共産党など各団体から会の活動強化に向けた発言がありました。








新役員は次のみなさんです。（順不同、敬称等略）


代　　表　　東 昌子  辻 義則　（もう一人自由法曹団から選出）


代表委員　　池端武士　 大竹昭郎 　瀧智恵子　 西山佳子


２０人　　 川内 卓　  川端俊英 　北村富生 　近藤公人　　


佐藤耕平　 杉原秀典 　谷本善弘　


瀧上正昭   辻 義則　  中野善之助　


東　昌子 　今村伸治　 山田美鶴


山本敬治　 渡邉 武　　高田直樹


常任幹事　　清水俊朗（事務局長）　坪田五久男（事務局）


１７人　　 山元大造（事務局）　　岡﨑和子


　　　　　　北村富生　　佐藤耕平　谷口政昭（事務局）　


　　　　　　西山佳子（事務局）　  西村太志


　　　　　　節木三千代　塚本昌子  今村伸治


　　　　　　瀧上正昭　　渡邉 武


　 渡邉宜子　　清水庄次（事務局）


   高田直樹（事務局）


会計監査　  犬井嘉文　　長田　茂











な要求を掲げた集会となっています。


とりわけ、若狭湾の原発群に隣接する滋賀での「忘れないフクシマ」「まもりたい　いのちとびわ湖」を目標に掲げる集会の持つ意味は大きなものがあります。


呼びかけ人には畑明郎氏をはじめ４人の代表とともに多彩な人々が呼びかけ人となっています。この呼びかけ人の特徴は、２０１１年の「３．１１フクシマ事故」を機に脱原発を目指して生まれた県内各地域の住民運動、市民運動、各種団体が従来の垣根を越えて大同団結したところに大きな特徴があります。脱原発へあらゆる市民レベルの運動団体が大同団結して開催されるという画期的なものとなりました。「脱原発首長連合」に加入されている愛荘町と日野町の両町長も参加され激励の挨拶もいただくこととなっています。


呼びかけと目標・要求に賛同いただける、すべての県民の皆さんの参加で大きく成功させたいと思います。明るい会に参加されるすべての団体と個人の参加を心から呼びかけます。


　　　　　　　　　　　　　　辻　義則（本会共同代表）





２０１１年３月１１日の東日本大震災と福島原発事故から２年を迎える２０１３年３月１０日、「住民本位の東日本大震災復興と原発のない社会をめざして」全国各地で国民の声を届けるためのアピール行動が展開されます。


滋賀でも「忘れないフクシマ」「まもりたい　いのちとびわ湖」を共通目標に県レベルの取り組みとして集会とライブやトークショーなどのイベントが３月１０日　大津市膳所公園と生涯学習センターを中心に展開されます。


呼びかけ文は『フクシマ第一原発事故から２年が経とうとしています。しかし、事故の原因は解明されないまま何ひとつとして収束せず、苦難は続いています。にもかかわらず安倍政権は原発再稼働や新たな原発建設推進を打ち出しています。政権が変わっても、「原発ゼロ」は変わらぬ民意です。福島原発事故から２周年を迎える今、フクシマの事故を忘れず、一人一人が声を上げることが問われています。いのちとびわ湖をおびやかす原発はいりません。原発のない社会へ。いまここから、一緒に歩き始めましょう。』となっており大飯原発３,４号機は直ちに停止を。 原発再稼働反対。 新増設反対。全ての原発を廃炉へ。との具体的








年度から２０１３年度にかけて検討されます。


  再生可能エネルギー関連では 中小企業等による再生可能エネルギー等の設備導入支援経費として２千万円、中小企業等の省エネ診断や省エネ設備整備への助成金として


１千４百万円が計上されています。


  一方、企業誘致には相変わらず１４億円あまりの予算が計上されています。


　大企業の工場で働く労働者は、派遣労働や業務請負が主流となっています。正規労働者を雇うよりも安い経費で、大企業は自らの手を煩わすことなく人員整理ができるからです。


　派遣元や請負先の企業のほとんどは県外企業で、儲けのかなりの部分は本社で蓄えられ、大都市で消費されます。


　ピンハネされた低賃金で働かされ、不要となれば物のようにクビにされる労働者が町にあふれています。


  中小企業のほとんどは直接雇用で、大半が地元居住者です。この人達に地元の商店にカネを落としてもらうこと、これこそが地域経済の活性化と県内産業の空洞化防止につながると考えます。


杉本　高（滋賀県職員組合副執行委員長）





　２０１３年度県当初予算案がまとまり、２月１４日に開会された２月県議会に提案されました。


　予算総額では前年度より５３億円(1.1%)増の４，９５４億円になっています。


　収入では、自民党政権による県職員の賃金削減強要などにより地方交付税が３７億円(3.3%)減となっており、県債の発行額は１億９千万円(2.3%)増の８５７億円となっています。このうち、国の地方交付税の不足額を県が立て替えて借金する「臨時財政対策債」が５００億円を占めています。県が新たにする借金のうち６割弱は国のツケ回しの尻ぬぐいということになります。


　この２０１３年度予算の中から、新条例制定で注目される中小企業活性化など商工労働部関係の予算の特色について報告します。


　まず、「商工労働行政推進費」の中に「滋賀県中小企業の活性化の推進に関する条例」に基づく施策を着実に推進するための基金積立金として３億５千万円余りが計上されています。


　積み立てられた基金は今後６年間で計画的に取り崩し、中小企業の活性化のために使われます。なおその内容は今





連と国民春闘滋賀県共闘会議の推薦委員をはずす方向を示しています。


　労働者委員の連合独占は、札幌地裁が昨年１２月に北海道労働委員会労働者委員任命処分取消等請求事件において、北海道知事が行った任命処分は、「労組法上の推薦制度の趣旨を没却するもの」として「裁量権の逸脱・濫用にあたる」違法なものとの判決が出され確定しています。連合が推す労働者委員は、リーマンショック時の派遣切りなどに対して、容認してきた日本電気硝子労組などのメンバーです。


　こうした連合委員の独占を復活させることになれば、県の労働行政は、労働者利益の擁護を連合の横柄な圧力に屈して放棄したものと言わざるをえません。いま県労連、春闘県共闘では、公正任命を求める世論の喚起へ、中立労組など広範な労働者・労働組合の賛同を得る取り組みを展開しています。


　　　　　　　　　　　　今村　伸治（滋賀県労連副議長）





　今年４月１日は、２年に一度の県労働委員会委員第４２期の改選時期となります。今日、雇用情勢が悪化するもとで、使用者の不当労働行為から労働者（労働組合）を救済する県労働委員会の果たす役割は、ますます重要となっています。委員会委員の中で、労働組合の推薦をもとに知事が任命する労働者側委員は、４年前の第４０期と２年前の４１期では、県労連と国民春闘滋賀県共闘会議（春闘県共闘）が推薦した宮武眞知子氏（医労連・大津日赤労組副委員長）が任命され、第３１期から１８年間にわたって続いた不公正な連合滋賀の労働者委員独占に歯止めをかけました。


　しかし、今年の第４２期の労働者委員改選にあたって、知事が政治的な連合滋賀の圧力に屈して、「４年前から２期にわたり県労連等推薦委員を任命してきた、県労連と連合の組合員数の比率から３期目は休んでほしい。知事が変われば約束できないが、県行政としての県労連推薦委員の対応は、２期任命・１期休憩で行きたい」などと、再び県労





２０１３年３月１０日（日）１０時スタート　デモ出発１５時　膳所公園及び大津市生涯学習センターホール他


　　生涯学習センター（ホール）１１時～１２時３０分　神田香織トークショー　１３時～「びわ湖を守れー福島の教訓を生かそう」上映等企画


　　膳所公園１０時～こだわりマーケット、ブース企画　１１時～ライブ、リレートーク　１４時３０分～集会　１５時デモ











